
地方独立行政法人広島市立病院機構の概要 

(1) 概要

安芸市民病院を除く市立病院は、病院を取り巻く環境変化に迅速・柔軟に対応し、こ

れまで以上に質の高い安全で安心な医療を安定的に提供するため、平成 26 年 4 月 1 日

に地方独立行政法人へ移行しました。 

ア 名称

地方独立行政法人広島市立病院機構

イ 設立日

平成 26 年 4 月 1 日

ウ 組織

広島市立病院機構

本部事務局 

経営管理課（人事係、庶務係） 

看護管理担当 

財務課（経営企画係、財務係、情報システム係） 

契約課 

施設整備課（整備係、施設係） 

安佐市民病院整備室 

広島市民病院 

事務室 

総務課（総務係、人事係、経理係、用度係、施設係） 

企画課（企画係、医療情報係） 

医事課（医事係、外来係） 

  医療支援センター 

  医療安全管理室 

診療各科 

安佐市民病院 

事務室  総務課（総務係、人事係、経理係、用度係） 

医事課 

医療情報・広報管理センター（企画管理係、情報管理係、診療事務係） 

病院機能分化推進室 

広島県北西部地域医療連携センター 

医療支援センター 

診療各科 

舟入市民病院 

事務室（庶務係、医事係） 

医療支援室 

診療各科 

リハビリテーション病院及び自立訓練施設

事務室 

医療支援室 

自立訓練科 

診療各科 
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⑵ 病院の概況 

区分 広島市民病院 安佐市民病院 

施設規模 

(ｱ) 敷地面積  18,079㎡          

(ｲ) 延床面積  75,812㎡ 

(ｳ) 病床数     743床 

（一般 715床、精神 28床） 

(ｱ) 敷地面積 29,131㎡  

(ｲ) 延床面積 36,795㎡ 

(ｳ) 病床数     527床（一般病床） 

 

職員数 

1,932人（正規・嘱託職員・臨時・パート。 

以後同じ。） 

・医師         289人 

・医療技術職員   229人 

・看護師       1060人 

・事務・技術職員   240人 

・技能・業務職員   114人 

1,239人 

 

・医師           159人 

・医療技術職員   148人 

・看護師         673人 

・事務・技術職員  175人 

・技能・業務職員   84人 

診療各科 

39 科（内科、総合診療科、血液内科、内視鏡内科、内

分泌・糖尿病内科、腫瘍内科、腎臓内科、精神科、脳

神経内科、呼吸器内科、循環器内科、リウマチ・膠原病

科、小児科、神経小児科、循環器小児科、外科、乳腺

外科、整形外科、形成外科、脳神経外科・脳血管内治

療科、呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科、皮膚

科、泌尿器科、産科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、頭頸

部外科、リハビリテーション科、放射線診断科、放射線

治療科、救急科、歯科、歯科口腔外科、麻酔科、緩和

ケア科、病理診断科） 

31科（内科・総合診療科、消化器内科、内視鏡内科、精

神科、脳神経内科、呼吸器内科、循環器内科、腫瘍内科

、血液内科、内分泌・糖尿病内科、小児科、外科、消化

器外科、乳腺外科、整形外科・顕微鏡脊椎脊髄センター

、脳神経外科・脳血管内治療科、呼吸器外科、心臓血管

外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科

・頭頸部外科、がんゲノム診療科リハビリテーション科、放

射線診断科、放射線治療科、歯科・口腔外科、麻酔科、

緩和ケア内科、病理診断科）  

患者数

(平成 31  

年度) 

入院 

１日平均 636人 

【病床利用率】 

一般病床 85.7％、 

１日平均 346人 

【病床利用率】 

一般病床 72.7％ 

外来 延べ 37万 9,809人（１日平均 1,563人） 延べ 17万5,932人(１日平均724人) 

業務状況等 

(ｱ) 救命救急センター    24床 

脳卒中、心筋梗塞、頭部外傷等、重篤な救

急患者を対象とした三次救急医療を実施 

・心臓冠動脈疾患集中治療管理室（ＣＣＵ）  7床 

・脳血管障害疾患集中治療管理室（ＮＣＵ）  9床 

・集中治療管理室（ＨＣＵ）                8床 

(ｲ) 救急科 

救急患者の受入窓口としての機能を有

し、24時間365日体制で診療を実施 
(ｳ) ＩＣＵ 

特定集中治療室管理料１算定     10 床 

ハイケアユニット入院医療管理料1算定 4床  

(ｴ) 総合周産期母子医療センター  69床 

危険度の高い妊産婦や新生児に対する

高度な治療を24時間365日体制で実施 

・重症新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）  9床 

・新生児回復期治療室（ＧＣＵ）      24床 

・母体・胎児治療管理室（ＭＦＩＣＵ）    6床 

・母体・胎児治療後方病床         30床 

(ｵ) 人工腎臓センター    33床 

（腎臓機能不全患者に対する血液透析を実施） 

(ｱ) 救急医療    

広島市北部及び県北西部の中核病院と

して、一次・二次救急医療を実施 

(ｲ) 集中治療部            23床 

手術後及び重篤患者を対象とした高次

診療を実施 

・集中治療室（ＩＣＵ）             8床     

・心臓冠動脈疾患集中治療室（ＣＣＵ）  4床 

・集中治療管理室（ＨＣＵ）         11床 
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区分 舟入市民病院 リハビリテーション病院 

施設規模 

(ｱ) 敷地面積  9,249㎡  

(ｲ) 延床面積 14,779㎡ 

(ｳ) 病床数     156床 

（一般140床、感染症16床） 

(ｱ) 敷地面積 39,407㎡ 

(ｲ) 延床面積 10,113㎡ 

※広島市身体障害者更生相談所部分を除く 

(ｳ)  病床数 100床(一般病床） 

職員数 

331人 

・医師           31人 

・医療技術職員   56人 

・看護師        174人 

・事務職員       55人 

・技能・業務職員  15人 

245人 

・医師            8人 

・医療技術職員   99人 

・看護師         74人 

・事務・技術職員  43人 

・技能・業務職員  21人 

診療各科 

22科（内科、血液内科、内視鏡内科、精神科

、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、

小児科、外科、消化器外科、整形外科、小

児外科、皮膚科、肛門外科、眼科、耳鼻咽

喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔

科、原爆被爆者健康管理科、感染症科、救

急科） 

 

 

 

 

12 科 （内科、精神科、脳神経内科、整形外

科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、

耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線

科、歯科） 

患者数

(平成２9年

度) 

入院 

１日平均 296.4人 

【病床利用率】 

一般病床   36.9％ 

感染症病床 93.6％ 

１日平均 90人 

【病床利用率】 

一般病床 89.4％ 

外来 
延べ 4万2,282人 

（１日平均 174人） 

延べ 6,561人 

（１日平均 27人） 

業務状況等 

(ｱ) 救急医療 

広島市・安佐・安芸地区医師会、広島大

学等の協力を得て実施 

・ 小児科   24時間365日診療   

・ 耳鼻咽喉科    土曜日の夜間 

・ 内科及び眼科  年末年始 

(ｲ) 小児専門医療 

小児心療科、小児外科及び小児皮膚科

の小児専門医療を実施 

(ｳ) 感染症治療 

第二種感染症指定医療機関として、新

型インフルエンザ等の感染症患者の治

療を実施 

 

    

(ｱ)リハビリテーション 

 高度で専門的な回復期のリハビリテー

ションを必要とする患者さんを対象に、

医学的リハビリテーションを実施 

(ｲ)自立訓練施設 

 社会的リハビリテーションを中心に生

活力の向上と早期の社会復帰を支援。 

・自立訓練（機能訓練）48人 

 自立訓練（生活訓練）12人 

（うち施設入所支援 50人）  

※中途視覚障害者 10 人程度の受入れを含む。 

・短期入所支援 若干名 
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広島市立病院機構では、 

こんな看護師を求めています！  

 

 

○  先進医療の中で「安全」と「安心」を提供できる看護師  

医療は日々進化しています。先進医療の中で、「安全」と「安心」を    

提供するためには常に専門的な知識と技術を向上させていくことが必要

です。「自ら学ぶ姿勢」と「人に寄り添う」看護の心を大切にできる人を

求めます。  

 

○  市民の「尊厳」を守り、「信頼」される看護師  

「人としての尊厳」は最も大切なことです。看護師は、「人の命を護る」

「人生の選択を支える」重要な役割を持っています。その役割を果たす  

ために、高い倫理観を持って責任ある行動を取ることができる人を求め  

ます。  

 

○  機構職員としての「誇り」を持てる看護師  

自分のキャリアを活かすために、大いなるチャレンジ精神を持って行動

できる人を求めます。そのため機構四病院では、様々な研修を受けること

ができます。情熱と誇りを持って、組織に貢献できる人を望みます。  

 

○  地域と共に「活躍」できる看護師  

地域連携はますます重要となります。幅広い視野を持ち、制度を活かし、

「地域住民を支える」ことが求められます。また、様々な職能活動にも   

参画し、情報を発信できる力を求めます。  

 

 

広島市立病院機構では、  

皆さん一人ひとりが「なりたい看護師」を目指せるように、  

各種研修や制度を充実させ、働きやすい職場作りに努めています。  
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